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AGUの立場表明 

2012 position statement (立場表明) 
 地球科学データは広く利用可能であ

るべきで、その長期保存は科学者や
研究機関の必須の責任である。 
 

 データの公開・共有の重要性 
 リアルタイムデータの重要性 
 長期間データの重要性 
 データアーカイブの重要性 

 
 これまでの科学活動の研究結果と同

じように、評価・引用されうるデータ出
版という概念を是認する 

 The scientific community should recognize 
the professional value of such activities by 
endorsing the concept of publication of data, 
to be credited and cited like the products of 
any other scientific activity, and encouraging 
peer-review of such publications.  2 http://sciencepolicy.agu.org/files/2013/07/AGU-Data-Position-

Statement_March-2012.pdf 



最近のAGU論文のデータポリシー 

AGU Publications Data Policy 
 2012 position statementに基づい

て、データへのアクセス方法や在り
かを明示することが義務化されてい
る。 

 明示が無かったり、拒否すると、出
版を受け付けてもらえない。 

 現在は、Acknowledgmentsに記載
することになっている。 
 
 

 査読者へも、Acknowledgmentsに
データポリシーに則った記載がある
か評価するように求められている。 
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http://publications.agu.org/author-resource-center/publication-
policies/data-policy 

http://publications.agu.org/author-resource-center/publication-
policies/data-policy/data-policy-faq/ 



その結果。。。 

 データ解析の論文では、Acknowledgmentsは、非常に長
い記述が続くことが多くなっている。 

 右の例 
 AL index 
 Dst index 
 Kp index 
 Wp index 
 Van Allen Probes/EMFISIS 
 Van Allen Probes/ECT-HOPE 

 
 将来的には、データセンターのアーカイブやリポジトリに対

して、「データ引用」することが容易に想像される。 
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Elsevierの学術誌におけるデータリポジトリとの協同 

 学術論文で用いられた観測データは
データリポジトリに保管してもらう。 

 そのデータアーカイブへのリンクが論
文のページから参照できる。 
 

 データリポジトリの例 
 Atmospheric Radiation Measurement 

(ARM) Data Archive 
 Marine Geoscience Data System (MGDS) 
 PANGAEA 
 … 

 

 
 将来的に、そのデータが他の研究に用

いられた際には、「データ引用」がなさ
れると想像される。 
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DOI (Digital Object Identifier) 

 doi識別子を、デジタルオブジェクトが存在するURLに変換するサービス 
 doi:10.1029/2012SW000785  

  http://onlinelibrary.wiley.com/doi/10.1029/2012SW000785/abstract 
 

6 

doi:10.1029/ 
2012SW000785 

http://onlinelibrary.wiley
.com/doi/10.1029/2012

SW000785/abstract 

DOI URL 

http://dx.doi.org/ 
10.1029/2012SW000785 

URIとしてのDOI 

www.doi.orgで入力 



学術論文に付与されたDOI識別子 
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データベースに付与されたDOI識別子 (PANGAEA) 

 データリポジトリにアーカイブ(≈データ出版)されたデータベース 
 氷河時代の海面温度proxyデータ  
 doi:10.1594/PANGAEA.127383 

                     http://doi.pangaea.de/10.1594/PANGAEA.127383 

8 データのダウンロード 

データの出版・引用 

Landing Page 



データベースに付与されたDOI識別子 (NOAA/NGDC) 

 EMAG2: Earth Magnetic Anomaly Grid (2-arc-minute resolution) 
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doi:10.7289/V5MW2F2P 

http://www.ngdc.noaa.gov/ 
nmmrview/metadata.jsp?id= 
gov.noaa.ngdc.mgg.geophysi

cal_models:EMAG2 
&view=iso2html 

データの説明、
フォーマット、 
データへのリンク
など 

デジタルデータ 

データのプロット 

Landing Page 

Maus (2009): EMAG2: Earth Magnetic 
Anomaly Grid (2-arc-minute resolution). 
National Geophysical Data Center, NOAA. 
Model, doi:10.7289/V5MW2F2P [access date] 

データの出版・引用 



Data Citationの実例 

10 Westley and Dix [2008] 

References 

ソリュートレ仮説(大西洋横断によるアメリカ大陸への人類の移動)を検証したもの 



11   http://www.ands.org.au/cite-data/index.html 

metrics 



研究活動・データベース整備活動に対する評価 

 研究活動は、論文に伴う客観的な数値により評価されやすい。 
 データベース整備活動は、これまでは客観的な評価基準が不明確だった。 

 せいぜい、著者の良心によってacknowledgmentに記載されるだけ。 
 AGUの雑誌では、 acknowledgmentへの記載が義務化されるようになった。 

 

 データベースに対しても、論文出版のような考え方・仕組みが普及すれば。。。 
 doiの導入によって、それが可能な段階に移りつつある。 

 計量(metrics)になり得る。 
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能動的 受動的 
研究活動 論文数 

[n編] 
論文被引用数 
[h指数, g指数] 

データベース整備活動 データベース数 
(Data Publication) 
[n個] 

データ被引用数 
(Data Citation) 
[h指数, g指数] 



国内WDCにおけるデータベースへのDOI付与 

 国内の4ヶ所のWDCで、DOI付与について2013年8月より話し合いを行ってきた。 
 WDC for Aurora (国立極地研究所) 
 WDC for Geomagnetism (京都大学) 
 WDC for Ionosphere and Space Weather (NICT) 
 WDC for Space Science Satellites (JAXA) 

 

13 

オーロラ全天カメラデータ 
(WDC for Aurora) 

イオノグラムデータ 
(WDC for Ionosphere 
 and Space Weather) 

マグネトグラムデータ 
(WDC for Geomagnetism) 

人工衛星粒子データ 
(WDC for Space Science 
 Satellite) 



DOI-URL対応の登録 

 DOI-URL対応の登録は、国際DOI財団から認定を受けたRegistry Agencyに対
して申請する。 
 

 Registry Agencyは現在9機関。(各々の得意分野がある。) 
 Registry Agencyは、doi prefixを割り当てる。doi suffixは各WDCが与える。 
                           doi:10.1234/abcdefg12345 
                                 prefix          suffix 
 各WDCは、DOI-URL対応情報を含めたメタデータの作成と登録・管理をする。 
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DOI システム 国内4WDC 

DOI prefixの割り当て 

DOI-URL対応を含めた 
メタデータの申請 



研究データへのDOI登録実験プロジェクト 

 2014年10月より、 Registry Agencyの1つであるジャパンリンクセンター(JaLC)
により、「研究データへのDOI登録実験プロジェクト」が開始された。 

 「WDS/国際プログラムオフィス+国内4WDC」を始めとして、合計9機関がこの実
験プロジェクトに参加している。 

 現在は、登録テストを行いそのフィードバックをJaLCおよび参加機関で共有する
という状況にある。 
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システムの開発・設計 

DOI suffixの申請 

Unique & Random 
DOI suffix の付与 

Metadataの申請 
(IUGONET metadata 
 schemaによる) 

Metadataの申請 
(JaLC2 metadata 
schemaによる) 

Metadata File 

JaLC Data Center NICT 

DOI登録 

新旧バージョン
の管理・公開 

DOIとURL
の対応付け データの 

Web Page 

リンク 

DOI prefixの割り当て 

(1) DOI suffix 
generator 

(2) MD変換 
IUGONET MD 
  JaLC2 MD 
  Landing Page 

Landing pageの公開 

DOI情報をファ
イルに記載する。 

WDS/IPO+4 Data Centers 

doi:10.1234/abcdefg 



テスト稼働中のシステム 
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DOI登録(メタデータ)ページ 

自動作成されるLanding Pageの例 

DOI生成ページ 

メタデータファイル
アップロードページ 

doi:10.14977/06.54c861b824d66 



まとめ 

 データベースに対しても、「データ出版」、「データ引用」といった論文出版・引用と
同様の仕組みが考えられる。 

 doiの導入によって、それが実現可能な段階に移りつつある。 
(一部では実現が始まっている。) 
 

 データ利用者はデータにアクセスしやすくなる。また、引用をたどっていくことによ
り、これまでに存在を知らなかったデータを発見する機会が増え、研究の発展が
期待される。 

 Metricsになりうるため、データ提供者・データセンターへのメリットは大きい。 
 “visibility”, “professional recognition”, “reward”を向上させる。 

 
 2013年8月から、WDS/IPOと国内4WDCの担当者で、データへのdoi付与につ

いて話し合いを進めてきた。 
 2014年10月から、JaLCの「研究データへのDOI登録実験プロジェクト」が開始さ

れた。 
 現在は、登録テストを行いそのフィードバックをJaLCおよび参加機関で共有する

という状況にある。2015年秋くらいから、本格的運用が始まる? 
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